
まちの話題

併した新しいふるさとをＰＲ合 ふるさとたっぷり生でココ！

祉のまちづくりに一役
町へ車椅子を寄贈

種動向や育成障害について学ぶ品 マンダリンフェスタ講演会

　３月 24 日、合併による新しいふるさとを地域の内
外へ紹介しようと、ＭＢＣテレビ「ふるさとたっぷり
生でココ！」の生放送収録が３月 24 日、東町漁業協
同組合と温泉センター東泉望でありました。
　当日は、あいにくの雨でバレイショ畑などからの中
継ができませんでしたが、ブリの養殖場や焼酎工場、
温泉などの様子を１時間 30 分にわたり放映。赤まき
やバレイショ、ジャガタコなどの特産品もＰＲされま
した。

３月２０日、旧長島町商工会女性部（原
田則子部長）から本町指江庁舎に、車いすが
贈呈されました。
旧長島町商工会と旧東町商工会は、本年

４月１日付けをもって合併しました。合併前、
同女性部は活動の一環として取り組んでいた
アルミ缶のリサイクル活動で、「町民から多
くの協力をいただき、充実した活動を行うこ
とができた」という感謝の印として車椅子を
贈ったものです。
贈呈式は指江庁舎町長室で行われ、川添

健町長が町民を代表して車椅子を受け取り
「４月１日から福祉事務所を開設することに
なり、福祉の町づくりにさっそく役立たせて
いただきます」とお礼を述べました。

　明日のミカン産業を語る「マンダリンフェスタ講演
会」が３月 27 日、長島町開発総合センターで開催さ
れました。
　会では、果樹研究所の高原利雄カンキツ研究チーム
長と農業開発総合センター果樹部の橋元祥一環境研究
室長がカンキツの品種動向や最近問題となっている育
成障害等について講演。出席者は、興味深い話にメモ
を取りながら真剣に耳を傾けていました。

↑原田部長から川添町長に車椅子を贈呈

↓あいにくの雨の中で生放送の収録

↑たくさんのカンキツ類生産者が出席した講演会
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